
　私たちは日々、たくさんの「選択」と出あっています。

例えば、服を選ぶとき。好きなデザイン、似合う色、

流行も……。さまざまなことに考えを巡らせると思い

ます。昨今は、AIが服を提案してくれるサービスも

存在します。でも、AIはどうやって“あなた”の服を選

んでいるのでしょう。先にあなたが入力したさまざまな

条件をもとにアドバイスをするのでしょうが、感性や

想いまでをもくみ取れるのでしょうか。ビッグデータ

であなたと似た人を探して、あくまで統計学的に「最適

と推測した解」を導き出すのが、現時点でのAIがして

いることなのでしょう。

　AIはとても便利な道具です。でも、「選択」＝最適解

を導き出すことなのでしょうか。それでは、同じ条件下

では、みんなが「同じ」になってしまう。“あなた”という

「個」はどこへ。流行色などにとらわれず、「私はこの

色が着たい！」。そういう〈意志や意図〉をもった選択

が「個」であり、それを大切にすることが、その人の

可能性を無限に広げていくのだと日能研は考えます。

　〈意志をもった選択〉――それは中学受験でも。進学

後の自分を想像する。思い描く未来に向かって歩む

ことができる学び舎を選ぶ。実は、入試問題からも

その視点を得られるのです。入試問題には、問いの

内側に私学からのメッセージがふんだんに込められてい

ます。例えば、こういう視点を大切に学んでいきますよ、

こういう学びがあなたを待っています、というように。

こんなメッセージを受け取った時の“私”の心の声に、

耳を傾けてみてください。「この問題、おもしろい！」

「この学校で学んでみたい」。今までは進学先として

考えていなかったけれど、「自分に合っているのはこの

学校かも」――そんな新たな発見をするかもしれません。

　入試問題を、「選抜」のためだけの道具ではなく、

未来へと歩き出す「選択」につながるものにしたい。

入試問題を通して私学と出あい、あらためて深く自分に

問い直す。「“私”が夢中になって学べる場所はどこ？」。

“私”が私学と対話する場として、問いと向き合うことが

できたら。それは、〈意志をもった私学選び〉――“私の

選択”への一助になるはずです。日能研の『シカクい

アタマをマルくする。』シリーズでは、たくさんの中学

入試問題を紹介しています。どうぞ存分に、私学を

感じてください。

入試問題と出あった時の
“私”に目を向ける。

企画・制作 朝日新聞社メディア事業本部

ちょうど3週間前の日曜日に、朝日新聞「わかるわかる運動」(広告)で、“私が歩む未来”につながる「選択」についてお伝えしました。
そして、私学を選択する際には、入試問題も大きな一助になるといいます。それはどういうことなのか、日能研に聞いてみました。

入試問題から“私学”を感じるって？
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私学の学びにつながる豊かな体験の入り口

世の中には自分と違う価値観の人がたく
さんいます。文章を読むことによって
得た知識や感じたことを社会生活でどう
生かしていくかが、国語の大切な学び
です。いろいろな人のものの見方や考え
方を知ることで他者に配慮できるよう
になると考えています。

そっか！
今夜、月をよく見てみよう。

実際に自分が体験したこと、
どうやって伝えよう。

未解決？
解けちゃったらスゴい！？

そこまで考えながら
しゃべってなかったな～。

問題文にあえて「数学の未解決問題」
という情報を載せたのは、問題の背景
も知ったうえで解いてもらいたいから
です。なぜ世界中の数学好きが夢中に
なるのか、解ける・解けないだけではない
数学の魅力に気づいてほしいですね。

本校の理念のひとつ、「25歳の男づくり」
を意識した出題です。自分たちに今、起き
ていることを俯瞰して、メタな視点でとら
えることも、私たちがこれからやっていか
なければならないことです。視点を切り
替えながら、物事を見る力を身につけて
ほしいと考えています。

「ありえない」で終わってしまったら、
理科でも科学でもありません。そこに
一歩踏み込んで、進めて考えるところに
発展があると思います。答えが出たから
「大丈夫」と、そこで止まってしまうの
ではなく、ここがこうだったらどうなる
かな、と広げることが大切です。

あるきだす

選択。
サレジオ学院中学校
からのメッセージ

頌栄女子学院中学校
からのメッセージ

大宮開成中学校
からのメッセージ

国府台女子学院中学部
からのメッセージ
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